
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お
知
ら
せ
！ 

○ 

四
月
の
公
園
整
備
は
一
日
（
日
）
で
す
。 

雑
草
取
り
や
、
園
内
清
掃
な
ど
の
作
業

を
行
い
ま
す
の
で
ご
参
加
下
さ
い
。 

○ 

四
月
の
回
収
、
ビ
ン
・
缶
は
二
十
四
日

（
火
）、
古
紙
は
二
十
二
日
（
日
）
で
す
。 

町
内
会
の
回
収
活
動
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○ 

高
松
神
明
原
公
園
愛
護
会
は
現
在
二
十

五
名
の
会
員
に
よ
り
公
園
の
美
化
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
入

会
が
出
来
ま
す
の
で
楽
し
い
活
動
に
ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

連
絡
先
・
二
三
七-

五
一
八
一 

山
本
ま
で 

青空の下で満開のハクモクレン！ 

三
月
四
日
（
日
）
暖
か
い
朝
を
迎
え
、
高

松
海
岸
か
ら
静
岡
マ
ラ
ソ
ン
の
賑
わ
い
が

聞
こ
え
て
く
る
中
、
二
十
名
の
参
加
に
よ
り

定
期
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
事
前
に

堆
肥
や
、
骨
粉
な
ど
を
混
ぜ
た
土
を
入
れ
て

準
備
し
た
北
側
円
形
花
壇
と
砂
場
横
の
花

壇
に
ネ
モ
フ
ィ
ラ
、
ヒ
ュ
ー
ケ
ラ
、
ム
ル
チ

コ
ー
レ
な
ど
の
花
苗
を
植
栽
し
、
子
供
さ
ん

達
も
会
員
か
ら
植
付
け
の
注
意
点
な
ど
を

聞
き
な
が
ら
楽
し
く
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
先
日
ま
で
の
寒
さ
が
嘘
の

よ
う
に
暖
か
い
日
が
訪
れ
、
公
園
名
物
の 

ハ
ク
モ
ク
レ
ン
も
開
花
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

公
園
名
物
の
ハ
ク
モ
ク
レ
ン
も
開
花
が

始
ま
り
ま
し
た
。 

豆
知
識
！ 

  

回 覧 

今
日
の
公
園
！ 

  

定
期
整
備
！ 
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『
蘭
の
な
ま
え
』 

 

ク
マ
ガ
イ
、
ア
ツ
モ
リ
と
い
え
ば
頷
く

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。「
熊
谷
草
」「
敦

盛
草
」
と
書
き
ま
す
。
平
安
末
期
・
鎌
倉

方
の
武
将
、
熊
谷
次
郎
直
実
、
平
家
方
の

若
武
者
、
平
敦
盛
の
名
か
ら
つ
け
ら
れ
た

名
で
す
。
二
人
に
は
接
点
が
あ
り
ま
す
。

一
一
八
四
年
、
須
磨
（
現
在
の
神
戸
市
）

一
の
谷
の
合
戦
で
敗
走
す
る
平
家
軍
を
追

い
、
熊
谷
は
組
み
伏
せ
た
敵
の
武
者
に
名

を
問
い
ま
す
が
名
乗
り
ま
せ
ん
。
兜
を
挙

げ
て
み
る
と
、
髭
も
ま
だ
な
い
少
年
。
熊

谷
は
父
親
の
よ
う
に
、「
敵
に
見
つ
か
ら
ぬ

う
ち
に
逃
げ
よ
」
と
促
し
ま
す
が
逃
げ
よ

う
と
せ
ず
、
結
局
熊
谷
に
討
ち
果
た
さ
れ

ま
す
。
そ
の
少
年
こ
そ
十
五
歳
の
平
敦
盛

で
す
。
武
将
は
戦
の
と
き
、
背
に
袋
の
よ

う
な
母
衣
（
ほ
ろ
）
を
つ
け
て
い
ま
し
た
。

蘭
の
花
び
ら
が
そ
の
母
衣
に
似
て
い
る
こ

と
か
ら
こ
の
名
前
が
付
い
た
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
青
葉
の
笛
は
、
少
年
敦
盛
の
笛
。 

 

今日は暖かいね！ 苗の植え方を学習！ 

花を育てる土を育てて！ 

う
な
ず 

アツモリソウ 

クマガイソウ 


